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仮
名
草
子
あ
る
い
は
そ
の
周
辺
の
諸
作
に
関
し
て
、
ふ
と
気
づ
い

た
り
し
た
こ
と
を
備
忘
の
意
味
で
記
し
て
み
た
。
こ
こ
に
採
り
あ
げ

る
の
は
『
浄
土
安
心
物
語
』『
大
唐
物
語
』『
江
戸
名
所
記
』
の
三
作

で
あ
る
。
第
一
の
『
浄
土
安
心
物
語
』
は
多
様
な
呼
び
名
を
持
つ
ゆ

え
に
着
せ
ら
れ
た
濡
れ
衣
を
晴
し
て
や
ろ
う
と
す
る
も
の
、
第
二
の

『
大
唐
物
語
』
は
新
出
の
板
本
を
マ
ナ
板
に
上
げ
て
み
た
。
そ
し
て

第
三
と
し
て
、
武
蔵
国
の
歌
枕
堀
兼
の
井
を
新
宿
区
市
ヶ
谷
に
探
訪

す
る
。

一
『
浄
土
安
心
物
語
』
続
考

か
つ
て
『
浄
土
安
心
物
語
』
に
つ
い
て
さ
さ
や
か
な
考
察
を
試
み

た
こ
と
が
あ
る
。
そ
の
後
、
こ
の
書
物
に
関
す
る
追
加
資
料
が
出
現

し
た
の
で
、
そ
の
紹
介
が
て
ら
、
い
さ
さ
か
の
追
考
を
ご
披
露
し
て

み
た
い
。
な
お
、
論
を
進
め
る
に
当
っ
て
、『
浄
土
安
心
物
語
』
に

つ
い
て
の
古
い
拙
稿
（「
仮
名
草
子
覚
え
書
」（「
實
踐
國
文
學
」

六
十
七　

平
一
七
・
三
））
を
〈
旧
考
〉
と
呼
び
、
こ
の
時
に
採
り
あ

げ
た
『
浄
土
安
心
物
語
』
を
〈
初
出
本
〉
と
呼
ぶ
。

ま
ず
旧
考
の
お
さ
ら
い
か
ら
始
め
る
こ
と
に
す
る
。

『
浄
土
安
心
物
語
』
が
問
題
に
な
っ
た
の
は
上
巻
零
本
の
出
現
に

よ
っ
て
で
あ
っ
た
。
こ
の
作
品
は
『
国
書
総
目
録
』
に
書
名
と
全
二

冊
と
い
う
冊
数
と
仮
名
草
子
と
い
う
分
類
と
が
著
録
さ
れ
、
元
禄

十
一
年
書
籍
目
録
に
よ
る
、
と
の
注
記
が
添
え
ら
れ
て
い
た
。
つ
ま

り
所
在
不
明
の
ま
ま
書
籍
目
録
に
よ
っ
て
の
み
そ
の
名
が
伝
え
ら
れ

る
、
ま
ぼ
ろ
し
の
仮
名
草
子
で
あ
っ
た
。

出
現
し
た
上
巻
零
本
は
、刷
り
の
具
合
が
あ
ま
り
よ
ろ
し
く
な
く
、

仮
名
草
子
三
題

渡　

邉　

守　

邦
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と
く
に
、

浄
土
安
心
物
語
巻
上　
　

黒
谷
道
残
述

と
一
行
に
記
す
巻
首
題
は
冒
頭
の
「
浄
土
」
の
二
字
以
外
は
落
ち
つ

き
を
欠
き
、
板
木
に
手
を
加
え
た
か
と
の
印
象
を
強
く
留
め
る
も
の

で
あ
っ
た
。
そ
こ
か
ら
初
出
本
は
改
題
本
で
あ
ろ
う
と
の
前
提
の
も

と
に
本
来
の
書
名
を
追
求
す
べ
く
、
黒
谷
の
道
残
な
る
者
の
手
に
な

る「
浄
土
」を
冠
し
た
二
巻
本
と
い
う
こ
と
で
詮
索
し
た
と
こ
ろ
、『
国

書
総
目
録
』
の
、

浄
土
座
敷
法
談
去
此
不
遠  
じ
よ
う
ど
ざ
し
き
ほ

う
だ
ん
こ
し
ふ
お
ん

二
巻
一
冊

〔
類
〕
浄
土

〔
著
〕
源
立

〔
版
〕
元
禄
三
版
―
大
谷

と
い
う
一
項
に
出
あ
っ
た
。〈
浄
土
…
…
〉〈
二
巻
〉〈
黒
谷
道
残
〉

と
い
う
キ
ー
ワ
ー
ド
三
つ
の
う
ち
二
つ
ま
で
一
致
す
る
が
、
さ
ら
に

『
国
書
総
目
録
』
の
著
者
別
索
引
を
閲
す
る
こ
と
に
よ
り
、
著
者
と

さ
れ
る
源
立
が
道
残
と
も
称
し
た
事
実
も
明
ら
か
に
な
っ
た
（『
国

書
人
名
辞
典
』
に
よ
れ
ば
法
諱
道
残
、
然
蓮
社
源
立
良
智
、
通
称
山

荒
道
残
、
号
愚
同
、
文
禄
二
年
没
、
五
十
八
歳
）。
さ
っ
そ
く
所
蔵

者
の
〈
大
谷
〉
こ
と
大
谷
大
学
図
書
館
に
閲
覧
を
願
い
出
て
両
書
が

内
容
を
一
致
さ
せ
る
こ
と
を
確
認
し
た
。『
浄
土
安
心
物
語
』
は
上

巻
し
か
現
存
し
な
い
が
、
そ
の
上
巻
が
一
致
し
た
だ
け
で
は
な
く
、

冒
頭
に
置
か
れ
た
総
目
録
も
ま
た
下
巻
の
一
致
を
推
察
さ
せ
る
。
た

だ
し『
浄
土
座
敷
法
談
去
此
不
遠
』は
絵
入
の
江
戸
板
で
あ
っ
て『
浄

土
安
心
物
語
』
と
は
版
面
の
印
象
を
大
き
く
違
え
る
。

『
国
書
総
目
録
』
を
用
い
た
詮
索
は
さ
ら
に
続
く
。
源
立
を
道
残

と
同
一
人
物
と
す
る
と
こ
ろ
か
ら
、
道
残
の
著
作
を
同
書
に
探
っ
て

み
た
と
こ
ろ
、
次
の
四
作
が
あ
っ
た
。

①
西
福
寺
縁
起

②
浄
土
座
敷
法
談
去
此
不
遠

③
念
仏
安
心

④
和
風
安
心
抄

②
の
別
名
が
『
浄
土
安
心
物
語
』
で
あ
る
。
そ
う
す
る
と
①
を
除

い
た
三
作
は
書
名
が
近
似
し
、
類
似
の
著
作
で
あ
る
可
能
性
は
低
く

な
い
（
①
の
西
福
寺
は
福
井
県
敦
賀
市
に
あ
る
浄
土
宗
鎮
西
派
の
古

刹
で
道
残
は
そ
の
第
五
十
三
世
）。
そ
ん
な
考
え
か
ら
詮
索
を
続
け

て
み
た
と
こ
ろ
、
③
の
所
在
は
不
明
な
が
ら
④
は
こ
れ
も
大
谷
大
学

図
書
館
の
架
蔵
す
る
と
こ
ろ
と
分
っ
て
閲
覧
が
叶
い
、『
浄
土
安
心

物
語
』と
内
容
を
一
致
さ
せ
る
元
和
寛
永
の
古
活
字
版
と
判
明
し
た
。

こ
こ
ま
で
が
旧
考
の
概
要
で
あ
る
。

次
に
話
題
を
今
回
新
出
の
資
料
に
移
す
が
、
今
回
と
い
っ
て
も
平

成
二
十
四
年
と
い
さ
さ
か
古
く
、
十
一
月
の
東
京
古
典
会
に
よ
る
古

典
籍
展
観
入
札
会
で
あ
る
。
そ
の
出
品
目
録
に
次
の
よ
う
な
記
事
が

載
る
。598

浄
土
安
心
物
語　

道
残
源
立　

元
禄
十
六
年
刊　
　

二
冊

599
説
法
和
談
抄　
　

道
残
源
立　

宝
永
三
年
刊　
　
　

二
冊

ま
ぼ
ろ
し
の
書
『
浄
土
安
心
物
語
』
が
、
今
度
は
上
下
巻
の
揃
い
本
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で
姿
を
現
し
た
。
加
え
て
『
浄
土
安
心
物
語
』
の
著
者
道
残
源
立
の

『
説
法
和
談
抄
』
と
い
う
未
知
の
書
物
を
伴
っ
て
い
る
。

ま
ず
598
『
浄
土
安
心
物
語
』
で
あ
る
が
、
下
見
会
場
で
の
電
覧
の

か
ぎ
り
で
書
誌
を
記
せ
ば
次
の
よ
う
に
な
る
。

体
裁　

大
本
。
上
下
巻
二
冊
。
二
五
・
四
×
一
八
・
○
セ
ン
チ
。

表
紙　

縹
色
無
地
。
原
表
紙
。

題
簽　
「
新板
浄
土
座
敷
法
談 

ひ
ら
か
な

上
（
下
）
」。
四
周
双
辺
、
原
題
簽
。

匡
郭　

 

四
周
単
辺
、
二
二
・
○
×
一
六
・
五
セ
ン
チ
（
上
巻
本

文
初
丁
オ
）。
ハ
シ
ラ
に
縦
罫
を
設
け
な
い
の
で
横
の

寸
法
は
版
心
の
折
り
目
ま
で
。

内
題　
「
浄
土
安
心
物
語
目
録
」（
目
録
題
）。

「
浄
土
安
心
物
語
上
（
下
）　

黒
谷
道
残
述
」（
巻
首
題
）。

本
文　

漢
字
平
が
な
交
じ
り
文
。
各
半
丁
十
二
行
。

柱
刻　
「
上
（
下
）
○
〈
丁
付
〉」。
目
録
の
丁
に
柱
刻
な
し
。

丁
数　

上
巻
全
二
一
・
五
丁
（
目
録
一
丁
、
本
文
二
○
・
五
丁
）。

下
巻
全
二
四
・
五
丁
（
本
文
二
四
丁
、
奥
付
○
・
五
丁
）。

上
巻
最
終
丁
（
半
丁
）
を
う
し
ろ
表
紙
に
貼
っ
て
見
返

を
兼
ね
る
。

丁
付　

 

上
巻
「
一
（
～
二
十
）」。
目
録
の
丁
お
よ
び
巻
末
の
半

丁
に
丁
付
な
し
。

下
巻
「
一
（
～
二
十
四
）」。
巻
末
の
半
丁
（
奥
付
）
に

丁
付
な
し
。

挿
絵　

な
し
。

刊
記　

下
巻
最
終
丁
ウ
に
、

　

 

元
禄
十
六
癸
未
歳
／
九
月
吉
辰
／
浪
花
書
林
松
寿
堂

／
万
屋
彦
太
郎

と
し
、
別
に
下
巻
う
し
ろ
見
返
に
奥
付
が
あ
っ
て
、

　

 

京
都
書
林
／
寺
町
通
松
原
上
ル
町
西
口
／
菊
屋
七
郎

兵
衛
／
板
行

と
す
る
。

新
出
本
に
よ
っ
て
明
ら
か
に
な
っ
た
事
項
を
整
理
し
て
み
よ
う
。
ま

ず
言
う
べ
き
は
匡
郭
・
本
文
行
数
・
丁
数
な
ど
の
数
値
が
初
出
本
と

一
致
す
る
点
で
あ
ろ
う
。初
出
本
は
上
巻
の
み
の
零
本
で
あ
っ
た
が
、

比
較
の
結
果
を
下
巻
に
ま
で
及
ぼ
し
て
も
何
の
支
障
も
な
さ
そ
う
で

あ
る
。
次
に
言
う
べ
き
は
外
題
の
明
ら
か
に
な
っ
た
点
で
あ
る
。
新

出
本
は
上
下
巻
と
も
に
原
表
紙
を
存
し
、
原
題
簽
を
残
し
て
い
た
。

題
簽
に
よ
っ
て
知
る
こ
と
の
で
き
た
外
題
は
「
浄
土
座
敷
法
談
」
で

あ
る
が
、
も
し
初
出
本
に
こ
の
題
簽
が
備
わ
っ
て
い
た
な
ら
ば
、
何

の
苦
労
も
な
く
大
谷
大
学
図
書
館
の
『
浄
土
座
敷
法
談
去
此
不
遠
』

に
た
ど
り
着
く
こ
と
が
で
き
た
で
あ
ろ
う
。

明
ら
か
に
な
っ
た
こ
と
の
第
三
は
、
下
巻
に
も
「
浄
土
安
心
物
語

目
録
下　

黒
谷
道
残
述
」
と
上
巻
に
準
じ
た
巻
首
題
が
あ
り
、
し
か

も
上
巻
の
巻
首
題
が
漂
わ
せ
る
、
板
木
に
手
を
加
え
た
か
と
の
疑
い

を
ま
っ
た
く
感
じ
さ
せ
な
い
点
で
あ
る
。
つ
ま
り「
浄
土
安
心
物
語
」
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と
い
う
内
題
の
う
ち
初
出
本
の
上
巻
に
見
た
「
浄
土
」
の
二
字
以
外

の
不
安
定
な
布
字
は
新
出
本
の
上
巻
に
あ
っ
て
も
同
様
で
あ
っ
た
も

の
の
、
下
巻
の
巻
首
部
分
に
は
板
木
の
修
訂
を
想
起
さ
せ
る
痕
跡
は

存
在
せ
ず
、
上
巻
に
見
る
異
変
が
入
木
以
外
の
何
ら
か
の
理
由
に
よ

る
板
木
の
欠
損
の
結
果
で
あ
り
、「
浄
土
安
心
物
語
」
と
い
う
タ
イ

ト
ル
は
最
初
か
ら
変
わ
り
が
な
く
、
旧
稿
の
段
階
で
懐
い
た
入
木
か

と
の
疑
惑
は
狐
疑
に
類
す
る
も
の
で
あ
っ
た
こ
と
を
証
す
る
。
し
か

し
こ
の
誤
解
は
『
浄
土
安
心
物
語
』
を
『
浄
土
座
敷
法
談
去
此
不
遠
』

に
結
び
つ
け
、
さ
ら
に
『
和
風
安
心
抄
』
へ
と
関
連
づ
け
る
と
い
う

貴
重
な
誤
解
で
あ
っ
た
と
い
う
こ
と
も
言
い
添
え
て
お
く
べ
き
で
あ

ろ
う
。

新
た
に
上
下
巻
完
備
し
た
テ
キ
ス
ト
が
出
現
し
た
も
の
の
新
出
の

こ
れ
が
『
浄
土
安
心
物
語
』
の
初
板
で
は
な
か
っ
た
。
新
出
本
は
元

禄
十
六
年
九
月
の
万
屋
彦
太
郎
に
よ
る
刊
行
を
告
げ
る
刊
記
が
備
わ

り
元
禄
十
六
年
の
大
坂
板
と
知
れ
た
が
、
こ
の
刊
記
を
そ
の
ま
ま
素

直
に
受
け
取
る
わ
け
に
は
い
か
な
い
。
す
で
に
見
た
と
こ
ろ
で
あ
る

が
、
早
く
元
禄
十
一
年
の
書
籍
目
録
に
「
浄
土
安
心
物
語
」
の
記
載

が
見
ら
れ
る
と
こ
ろ
か
ら
で
あ
る
。
し
か
し
こ
の
不
審
は
簡
単
に
解

消
す
る
。
新
出
本
を
熟
視
す
る
と
き
、
刊
記
の
部
分
が
入
木
で
あ
る

こ
と
に
気
づ
く
で
あ
ろ
う
。『
浄
土
安
心
物
語
』
に
は
先
行
す
る
一

板
が
あ
り
、
元
禄
十
六
年
板
は
そ
の
求
板
で
あ
っ
た
（
よ
り
正
し
く

い
え
ば
、
新
出
本
は
菊
屋
七
郎
兵
衛
に
よ
る
、
そ
の
ま
た
求
板
）。

こ
こ
で
も
う
一
つ
の
新
出
本
、
599
の
『
説
法
和
談
抄
』
に
話
題
を

移
す
。
こ
の
本
に
関
し
て
は
『
浄
土
安
心
物
語
』
の
場
合
の
よ
う
な
、

く
だ
く
だ
し
い
説
明
を
必
要
と
し
な
い
。「
黒
谷

上
人
浄
土
座
敷
法

談 

上 　
ゑ
入　

」「
黒
谷

上
人
浄
土
座
敷
法
談 

下 　
ゑ
入　

」
と
い
う
原
題
簽
の
存
す
る

こ
と
、
内
題
を
「
説
法
和
談
抄
上
（
下
）」
と
す
る
こ
と
、
刊
記
を

入
木
に
よ
っ
て
「
宝
永
丙
戌
歳
／
正
月
吉
日
／
芝
神
明
前
／
山
田

三
四
郎
」
と
す
る
こ
と
の
三
つ
を
相
違
点
と
し
、
そ
れ
以
外
の
書
誌

事
項
を
す
べ
て
旧
稿
で
報
告
し
た
大
谷
大
学
図
書
館
の
『
浄
土
座
敷

法
談
去
此
不
遠
』
に
一
致
さ
せ
る
。
念
の
た
め
贅
言
す
れ
ば
、
大
谷

大
学
図
書
館
の
同
書
は
後
補
の
題
簽
に
「
座
敷
法
談
上下
」
と
墨
書
し
、

内
題
を
「
浄
土
座
敷
法
談
去
此
不
遠
巻
上　

黒
谷
源
立
述
之
」「
浄

土
座
敷
法
談
去
此
不
遠
巻
下　

黒
谷
源
立
述
」
と
し
、
刊
記
を
「
元

禄
三
年
／
午
三
月
吉
日
／
江
戸
芝
神
明
町
／
中
野
長
右
衛
門
」
と
す

る
。
新
出
の
『
説
法
和
談
抄
』
は
こ
の
元
禄
三
年
中
野
長
右
衛
門
板

『
浄
土
座
敷
法
談
去
此
不
遠
』
の
求
板
改
題
本
で
あ
っ
た
。

新
資
料
の
出
現
に
よ
っ
て
『
浄
土
安
心
物
語
』
が
『
和
風
安
心
抄
』

『
浄
土
座
敷
法
談
去
此
不
遠
』
な
ど
の
替
え
名
を
称
し
て
い
た
こ
と
、

さ
ら
に
は
〔
別
表
〕
と
し
て
表
示
す
る
ご
と
き
版
種
の
あ
っ
た
こ
と

を
報
告
す
る
こ
と
が
で
き
る
。
こ
の
表
は
ブ
ラ
ン
ク
を
埋
め
き
れ
て

い
な
い
の
で
、
ブ
ラ
ン
ク
に
ひ
そ
む
新
た
な
別
称
の
見
残
し
が
あ
っ

た
り
す
る
か
も
し
れ
な
い
。
つ
ま
り
第
四
、
第
五
の
タ
イ
ト
ル
を
称

し
た
新
た
な
版
種
の
加
わ
る
可
能
性
の
残
る
こ
と
を
言
い
添
え
て
お
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く
必
要
が
あ
ろ
う
。

〔
別
表
〕

〔
別
表
〕
の
Ａ
は
古
活
字
版
、
Ｂ
は
上
方
板
、
Ｃ
は
江
戸
板
を
意
味

す
る
。
旧
稿
に
採
り
あ
げ
た
上
端
本
は
上
方
板
、
刊
記
不
明
の
ゆ
え

に
Ｂ
類
の
い
ず
れ
に
相
当
す
る
か
は
未
詳
で
あ
る
が
版
面
の
傷
み
具

合
か
ら
し
て
後
板
で
あ
っ
た
可
能
性
が
高
い
。
そ
う
す
る
と
未
見
な

が
ら
、
B1
す
な
わ
ち
上
方
板
の
初
板
が
別
に
あ
っ
た
こ
と
に
な
る
。

B2
・
B3
の
巻
首
題
入
木
の
疑
惑
が
解
消
し
て
初
板
の
内
題
が
「
浄
土

安
心
物
語
」
で
あ
っ
た
こ
と
は
疑
い
を
入
れ
な
い
が
、
外
題
を
何
と

し
た
か
は
謎
の
ま
ま
で
あ
る
。

な
お
国
文
学
研
究
資
料
館
の
デ
ー
タ
ベ
ー
ス
日
本
古
典
籍
総
合
目

録
に
よ
れ
ば
、
東
京
大
学
の
総
合
図
書
館
に
宝
永
三
年
板
『
説
法
和

談
抄
』
二
巻
合
一
冊
を
所
蔵
し
、
弘
前
市
立
図
書
館
に
『
浄
土
安
心

物
語
』
の
上
端
本
を
所
蔵
す
る
と
の
こ
と
、後
者
に
標
題
書
名
を
「
浄

土
安
心
物
語
」
と
記
し
、記
載
書
名
を
「
浄
土
座
敷
法
談
」
と
す
る
。

標
題
書
名
・
記
載
書
名
の
定
義
が
明
ら
か
で
な
い
も
の
の
、
記
載
書

名
が
外
題
の
謂
と
す
る
と
Ｂ
類
の
一
板
で
あ
る
。
し
か
し
そ
れ
が
原

題
簽
に
よ
る
も
の
か
否
か
、
さ
ら
に
Ｂ
類
の
い
ず
れ
で
あ
る
か
は
分

ら
な
い
。
ま
た
国
立
情
報
学
研
究
所
のCiN

ii 

に
佛
教
大
学
附
属
図

書
館
所
蔵
の
『
浄
土
座
敷
法
談
去
此
不
遠
』
二
巻
を
載
せ
、「
源
立

述　

中
野
市
左
衛
門
：
中
野
長
右
衛
門
：
佐
野
喜
介
、
元
禄
３
」
と

す
る
。
三
書
肆
相
合
の
江
戸
板
も
あ
っ
た
の
で
あ
ろ
う
か
。

『
浄
土
安
心
物
語
』
は
『
和
風
安
心
抄
』
と
も
『
浄
土
座
敷
法
談

去
此
不
遠
』
と
も
『
説
法
和
談
抄
』
と
も
呼
ば
れ
た
、
念
仏
往
生
を

説
く
宗
門
の
書
で
あ
っ
た
。
そ
ん
な
書
物
が
実
体
の
不
明
な
ま
ま
に

仮
名
草
子
と
誤
認
さ
れ
た
の
は
、〈
物
語
〉
を
称
し
た
が
ゆ
え
で
あ

ろ
う
。

最
後
に
、『
和
風
安
心
抄
』
に
、
さ
ら
に
二
種
の
新
出
本
が
あ
っ

た
こ
と
を
記
し
て
お
き
た
い
。
そ
の
一
は
「
青
裳
堂
古
書
目
録
」
平

成
壬
辰
号
に
49
番
と
し
て
載
る
「
和
風
安
心
抄
下
」
で
あ
る
。
平
仮

内
題

外
題

刊
行

Ａ
和
風
安
心
抄

元
和
・
寛
永

B1
〔
浄
土
安
心
物
語
〕

B2
浄
土
安
心
物
語

元
禄
十
六
年
九
月
万
屋

彦
太
郎
板

B3
浄
土
安
心
物
語

新板
浄
土
座
敷
法

談
ひ
ら
か
な

上
（
下
）

　
　

菊
屋
七
郎
兵
衛
板

C1
浄
土
座
敷
法
談
去

此
不
遠

 

元
禄
三
年
中
野
長
右
衛

門
板

C2
説
法
和
談
抄

黒
谷

上
人
浄
土
座
敷

法
談
ひ
ら
か
な

上
（
下
）

宝
永
三
年
正
月
山
田

三
四
郎
板
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名
交
り
各
半
丁
十
一
行
二
十
一
字
の
古
活
字
版
で
大
谷
大
学
蔵
本
と

同
版
と
思
わ
れ
る
。
上
巻
欠
、
下
巻
の
末
一
丁
を
も
欠
く
と
い
う
。

も
う
一
つ
は
「
一
誠
堂
古
書
目
録
」
一
一
九
号
（
平
成
二
六
・
一
二
）

に
147
番
と
し
て
載
る
一
帖
で
綴
葉
装
、
近
世
初
期
の
写
本
で
元
表
紙

に
外
題
を
「
和
風
安
心
抄　

全
」
と
墨
書
す
る
と
い
う
。

二
『
三
国
物
語
』
の
改
編

一
葉
の
写
真
か
ら
も
思
い
の
外
に
豊
か
な
情
報
を
得
る
こ
と
が
で

き
る
。
こ
こ
に
採
り
あ
げ
る
の
は
「
古
典
籍
展
観
大
入
札
目
録
」（
平

二
八
・
一
一　

東
京
古
典
会
）に
載
る『
大
唐
物
語
』の
一
葉
で
あ
る
。

734
大
唐
物
語　

延
宝
頃
刊　

絵
入

と
し
て
掲
出
さ
れ
る
が
、
こ
れ
が
正
式
書
名
だ
っ
た
と
す
る
と
新
出

の
仮
名
草
子
と
い
う
こ
と
に
な
る
の
で
あ
る
が
、実
は
仮
名
草
子『
三

国
物
語
』
の
零
本
で
あ
っ
た
。
詳
し
く
は
後
に
も
述
べ
る
が
、『
三

国
物
語
』
そ
の
も
の
で
は
な
く
、
三
冊
に
改
編
し
た
版

バ
ー
ジ
ヨ
ンの
う
ち
の

一
冊
で
あ
っ
た
こ
と
と
、
改
編
本
『
三
国
物
語
』
が
一
点
（
広
島
大

蔵
本
）
の
み
し
か
現
存
を
確
認
で
き
な
い
稀
本
で
あ
っ
た
こ
と
と
が

問
題
を
複
雑
に
し
た
。
ど
う
や
ら
改
編
し
た
『
三
国
物
語
』
は
〈
三

国
〉
を
名
乗
る
こ
と
が
叶
わ
ず
、
一
冊
ご
と
別
名
を
名
乗
っ
て
い
た

も
の
か
。
つ
ま
り
大
山
鳴
動
し
て
何
と
や
ら
で
あ
っ
た
も
の
の
、
副

産
物
と
し
て
、
望
外
の
余
禄
が
手
中
に
転
が
り
込
ん
で
き
た
。
そ
れ

は
『
三
国
物
語
』
の
改
編
本
が
、す
で
に
知
ら
れ
る
板
（
広
島
大
蔵
）

と
は
別
に
、
さ
ら
に
一
板
が
あ
っ
た
と
判
明
し
た
こ
と
で
あ
る
。
前

者
は
江
戸
板
、
後
者
は
上
方
板
だ
っ
た
も
の
の
よ
う
で
あ
る
。
古
典

会
出
品
本
が
そ
の
解
明
の
糸
ぐ
ち
と
な
っ
た
。

そ
れ
は
そ
れ
と
し
て
、
ま
ず
古
典
会
目
録
の
写
真
を
見
て
み
る
こ

と
に
し
よ
う
。写
真
は
見
開
き
二
ペ
ー
ジ
の
う
ち
一
ペ
ー
ジ
を
挿
絵
、

一
ペ
ー
ジ
を
本
文
が
占
め
る
。
そ
の
本
文
を
翻
字
し
て
み
る
。

は
申
也
と
い
は
れ
け
れ
は
、
い①

　
　つ

れ
も
此
義
も
つ
と
も
し
こ
く

せ
り
と
て
さ
ま

く
に
せ
ん
き
せ
ら
れ
け
る
に
、
か
の
ふ
か
う

も
の
み
つ
か
ら
こ
ろ
し
た
る
事
あ
ら
は
れ
て
、
つ
ゐ
に
お
も
き

と
か
に
お
こ
な
は
れ
け
る
と
そ
。

第②

二　

唐
に
あ
る
百
ひ
や
く
し
や
う

姓
の
妻
し
う
と
め
に
か
う
あ
る
事

昔
唐
の
常

し
や
う

州し
う

に
、
あ
る
村
の
百
姓
の
は
ゝ
一
人
有
け
る
か
、
夫

婦
共
に
よ
く
つ
か
へ
り
。
母
老
て
も
う
も
く
と
な
り
し
か
共
、

い
よ

く
か
う
を
そ
つ
く
し
け
る
。
あ
る
時
、
夫
は
た
か
や
し

に
出
ぬ
。
つ
ま
は
家
に
有
て
、
め
し
を
た
き
て
い
ま
た
た
き
あ

け
さ
る
に
、
夫
よ
う
し
よ
あ
り
て
妻
を
田
よ
り
よ
ひ
け
れ
は
、

し
う
と
め
に
め
し
を
た
の
み
て
は
し
り
出
ぬ
。
う
ば
め
し
を
た

き
あ
け
、
め
し
つ
き
を
さ③

　
　く
り
け
る
に
、
あ
や
ま
つ
て
ま
る
を

え
た
り
。も
と
よ
り
も
う
も
く
な
れ
は
見
わ
く
る
事
あ
た
は
す
、

め
し
つ
き
な
り
と
思
ひ
て
め
し
を
う
つ
し
を
き
ぬ
。
よ
め
か
へ

り
て
こ
れ
を
み
て
、
あ④

　
　さ

ま
し
く
思
ひ
て
け
れ
共
、
し
う
と
め
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の
か
な
し
ま
ん
事
を
思⑤
　
　ひ
て
、
何
と
も
い
は
す
そ⑥
　
　の
め
し
の
ま

ん
な
か
の
い
さ
き
よ
き
所
を
し
う
と
め
に
奉
り
、
そ
の
つ⑦

　
　き

を

お
つ
と
に
す
ゝ
め
、
我
身
は
ま
る
の
う
つ
り
け
か
れ
て
く
さ
き

所⑧
　
　を

そ
く
ら
ひ
け
り
。
其
後
天
に
は
か
に

【
校
異
】　 
①
い
つ
れ
も
手て

を
う
ち　
　

②
第
廿
六　

唐
の　
　

 
③
さ
く
り
も
と
む
る
と
て　
　

④
あ
さ
ま
し
く
は
思お
も

ひ 

⑤
思お
も

ひ
は
か
り
て　
　

⑥
そ
の　
　

⑦
つ
き
に
け
が
れ
ざ

る
を
夫
に　
　

⑧
所
を
と
り
あ
つ
め
て
そ
く
ら
ひ
け
る

句
読
点
を
補
っ
て
翻
字
し
て
み
た
。
清
濁
の
不
正
確
な
箇
所
が
混

じ
っ
て
い
る
か
も
し
れ
な
い
。

入
札
会
に
は
下
見
の
機
会
が
あ
っ
た
の
で
、
実
物
を
手
に
と
り
、

以
下
の
書
誌
事
項
を
確
か
め
る
こ
と
が
で
き
た
。
す
な
わ
ち
、
大
本

一
冊
で
全
一
一
丁
、
刊
記
な
し
。
表
紙
は
原
装
で
あ
る
が
題
簽
を
欠

く
。「
大
唐
物
語
」
と
い
う
呼
び
名
は
内
題
（
目
録
題
）
の
「
大た

い

唐た
う

物
語
」
に
依
っ
た
も
の
の
よ
う
で
あ
る
。
国
書
総
目
録
に
も
古
典
籍

総
合
目
録
に
も
著
録
の
な
い
書
名
あ
る
が
、
そ
の
正
体
は
簡
単
に
割

れ
た
。

新
出
本
は
柱
題
を
「
三
国
三
」
と
す
る
。〈
三
国
〉
を
冠
す
る
仮

名
草
子
に
『
三
国
物
語
』
が
あ
る
。
寛
文
七
年
京
都
吉
野
屋
惣
兵
衛

の
刊
行
で
大
本
五
巻
五
冊
（
七
冊
に
分
冊
す
る
も
の
も
あ
る
）
の
構

成
。
五
巻
本
『
三
国
物
語
』
は
巻
一
を
例
に
と
れ
ば
、

第
十
六　

我
朝
に
て
か
う

く
あ
る
も
の
の
ヽ
事

第
十
七　

唐
の
虞
舜
の
か
う

く
の
事

第
十
八　

天
竺
の
荘
厳
王
の
娘
宮
か
う

く
の
事

第
十
九　

我
朝
の
奥
州
に
て
あ
る
も
の
不
か
う

く
の
事

第
廾　
　

唐
の
あ
る
も
の
ふ
か
う

く
の
事

第
廾
一　

天
竺
の
阿
闍
世
王
ふ
か
う

く
の
事

と
、〈
我
朝
〉〈
唐
〉〈
天
竺
〉
の
サ
ー
キ
ュ
レ
ー
シ
ョ
ン
を
守
り
つ
つ
、

「
か
う

く
（
孝
行
）」・「
不
か
う

く
（
不
孝
行
）」…
…
な
ど
と
テ
ー

マ
を
変
え
て
展
開
す
る
。
そ
の
形
式
が
天
竺
・
震
旦
・
本
朝
の
組
合

せ
を
繰
り
返
す
『
三
国
伝
記
』
に
類
似
す
る
と
こ
ろ
か
ら
中
世
文
学

研
究
者
の
注
目
を
浴
び
、
さ
ら
に
原
拠
の
利
用
法
が
仮
名
草
子
に
似

る
と
こ
ろ
か
ら
近
世
文
学
研
究
者
の
関
心
を
集
め
た
。

新
出
本
は
柱
題
を
「
三
国
三
」、
標
題
を
「
大
唐
物
語
」
と
す
る
。

こ
の
二
点
に
導
か
れ
て
、
吉
野
屋
板
の
五
巻
本
『
三
国
物
語
』（
以

下
に
こ
の
版
を
『
三
国
物
語
』
と
称
す
る
）
に
同
話
を
求
め
、
関
連

を
確
か
め
て
み
た
。
先
に
掲
げ
た
翻
字
に
①
か
ら
⑧
ま
で
の
記
号
を

添
え
た
傍
線
部
分
が
両
者
の
異
同
で
あ
り
、『
三
国
物
語
』
の
そ
れ

ぞ
れ
の
箇
所
を
同
じ
く
記
号
を
添
え
て
【
校
異
】
と
し
て
摘
記
し
た
。

た
だ
し
漢
字
・
か
な
の
違
い
、
か
な
づ
か
い
や
清
濁
の
違
い
な
ど
は

煩
を
厭
う
て
異
同
か
ら
省
い
た
。

新
出
本
と
『
三
国
物
語
』
と
の
本
文
を
比
較
す
る
と
き
、
大
筋
を

一
致
さ
せ
る
も
の
の
、表
現
の
は
し
ば
し
に
小
さ
な
相
違
が
あ
っ
て
、

同
板
と
す
る
の
が
躊
躇
さ
れ
る
。
別
板
あ
る
い
は
伝
来
を
違
え
る
異
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本
か
と
の
疑
念
が
残
る
が
、
そ
の
あ
た
り
の
迷
い
を
解
消
し
て
く
れ

る
の
が
傍
線
②
に
見
る
相
違
で
あ
ろ
う
。
新
出
本
が

第
二　

唐
に
あ
る
百

ひ
や
く
し
や
う
姓
の
妻
し
う
と
め
に
か
う
あ
る
事

と
す
る
の
に
対
し
『
三
国
物
語
』
は
、

第
廾
六　

唐
も
ろ
こ
しの

あ
る
百
姓
の
妻つ
ま

姑し
う
と
めに

か
う
あ
る
事

と
す
る
。
こ
こ
か
ら
両
者
は
改
編
本
の
関
係
に
あ
る
か
と
の
推
測
を

可
能
と
す
る
。
こ
の
点
を
当
日
会
場
で
写
し
取
っ
た
目
録
（
目
次
）

を
材
料
に
、
さ
ら
に
検
討
し
て
み
よ
う
。
目
録
の
全
文
は
次
の
ご
と

く
で
あ
る
。

　
　
　

大た
い

唐た
う

物
語

第
一　
　

あ
る
も
の
不ふ

孝か
う

な
る
事 

一
20

第
二　
　

あ
る
百

ひ
や
く

姓し
や
うの

妻つ
ま

し
う
と
め
に
孝か
う

あ
る
事 

一
26

第
三　
　

あ
る
も
の
ゝ
妻
し
う
と
め
に
不
孝
あ
る
事 

一
29

第
四　
　

あ
る
禅ぜ

ん

師じ

釜か
ま

察さ
つ

し
た
る
事 
二
26

第
五　
　

晏あ
ん

子し

馬む
ま

を
こ
ろ
す
者
を
た
す
く
る
事 
二
17

第
六　
　

秦し
ん

の
潤
じ
ゆ
ん

夫ふ

が
つ
ま
ま
ゝ
子
を
い
つ
く
し
む
事 

二
２

第
七　
　

献け
ん
こ
う公
の
后き
さ
きま
ゝ
子
を
に
く
み
し
事 

一
23

第
八　
　

周し
う

の
文ぶ
ん

王わ
う

の
后
き
さ
き

大た
い

姒じ

節せ
つ

義ぎ

あ
る
事 

一
２

第
九　
　

虞ぐ

舜し
ゆ
んの

孝か
う

行く
の
事 

一
17

第
十　
　

小せ
う

児に

忠ち
う

言ご
ん

の
事　
付
捷せ
う

智ち

の
事 

 

二
８

第
十
一　

元げ
ん

啓け
い

が
忠ち
う

言げ
ん

の
事 

二
11

　
　
　
　

以
上

下
段
に
添
え
た
「
一
20
」「
一
26
」
な
ど
は
当
該
各
話
の
『
三
国
物
語
』

に
お
け
る
所
在
（
す
な
わ
ち
所
収
巻
数
と
通
番
号
）
で
あ
っ
て
、
そ

れ
ぞ
れ
巻
一
第
二
〇
話
・
巻
一
第
二
六
話
の
意
、
後
に
紹
介
す
る
大

久
保
順
子
氏
に
よ
る
広
島
大
蔵
『
三
国
物
語
』
の
書
誌
解
題
か
ら
借

用
し
て
こ
こ
に
補
記
し
た
。

さ
て
こ
こ
で
、
新
た
に
添
え
た
「
一
20
」「
一
26
」「
一
29
」
等
々

か
ら
20
・
26
・
29
…
…
と
洋
数
字
の
み
を
抜
出
し
て
み
る
と
、

20
・
26
・
29
・
26
・
17
・
２
・
23
・
２
・
17
・
８
・
11

と
な
る
が
、
こ
の
集
合
に
お
い
て
、
個
々
の
数
値
は
〈3x–1

〉
と

い
う
属
性
を
例
外
な
く
具
有
す
る
。
そ
し
て
〈3x–1

〉
は
〈
３
の

倍
数
の
一
つ
手
前
の
数
〉
の
謂
で
あ
る
と
こ
ろ
か
ら
、
こ
れ
を
『
三

国
物
語
』
を
貫
く
〈
我
朝
〉〈
唐
〉〈
天
竺
〉
の
三
幅
対
に
当
て
は
め

る
と
き
、〈3x–1

〉
は
、
サ
ー
キ
ュ
レ
ー
シ
ョ
ン
の
三
番
目
〈
天
竺
〉

の
一
つ
手
前
、
す
な
わ
ち
〈
唐
〉
の
ポ
ジ
シ
ョ
ン
を
指
示
す
る
。
こ

れ
は
ま
た
、古
典
会
出
品
本
所
収
の
一
一
話
す
べ
て
は
『
三
国
物
語
』

全
五
巻
一
三
八
話
中
の
〈
唐
〉
の
話
柄
四
六
話
の
う
ち
に
同
話
を
見

出
す
と
い
う
意
味
で
も
あ
る
。
そ
ん
な
回
り
く
ど
い
言
い
方
は
や
め

て
、
ず
ば
り
断
言
す
れ
ば
、
新
出
本
は
『
三
国
物
語
』
全
五
巻
か
ら

〈
唐
〉
の
話
柄
一
一
話
を
抜
出
し
、
並
べ
換
え
た
一
冊
、
と
い
う
こ

と
に
な
る
。

実
は
改
編
本
『
三
国
物
語
』
と
で
も
呼
ぶ
べ
き
一
本
が
現
存
す
る
。
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そ
の
書
誌
は
大
久
保
順
子
氏
「『
三
国
物
語
』
の
二
本
に
関
し
て
ー

小
城
鍋
島
文
庫
本
と
広
島
大
学
本
ー
」（
朝
倉
治
彦
氏
編
『
仮
名
草

子
集
成
』
三
二
（
二
〇
〇
二　

東
京
堂
出
版
）
所
収
） 

に
詳
し
い
の

で
、
こ
こ
に
再
説
し
な
い
が
、
古
典
会
の
『
大
唐
物
語
』
に
関
し
て

今
ま
で
述
べ
て
き
た
書
誌
的
特
徴
は
お
お
む
ね
こ
の
改
編
本
の
う
ち

の
内
題
を
「
大
唐
物
語
」
と
す
る
一
巻
に
合
致
し
、
さ
き
に
掲
出
し

た
目
録
も
同
書
（『
仮
名
草
子
集
成
』
三
二
）
巻
末
付
載
の
参
考
写

真
に
よ
っ
て
一
致
が
確
認
で
き
る
。
大
久
保
氏
の
採
り
あ
げ
た
小
城

鍋
島
文
庫
本
と
広
島
大
学
本
の
う
ち
の
広
島
大
学
本
が
こ
れ
に
該
当

す
る
の
で
あ
る
が
、広
島
大
学
蔵
本
を
改
編
本
と
称
す
る
所
以
は「
大

唐
物
語
」
の
ほ
か
に
、〈3x–2

〉
の
一
〇
話
か
ら
な
る
内
題
「
我
□

物
語
」、〈3x

〉
の
一
三
話
か
ら
な
る
内
題
「
天
竺
物
語
」（
た
だ
し
〈
我

朝
〉
か
ら
一
話
が
混
入
）
と
を
そ
れ
ぞ
れ
一
巻
に
仕
立
て
た
三
冊
本

で
あ
る
こ
と
に
よ
る
。

古
典
会
の
『
大
唐
物
語
』
は
改
編
本
『
三
国
物
語
』
と
同
板
で
あ
っ

た
。
し
か
し
こ
の
一
件
は
こ
こ
で
ピ
リ
オ
ー
ド
を
打
つ
わ
け
に
は
い

か
な
い
。
実
は
、『
大
唐
物
語
』
の
出
現
と
前
後
し
て
『
我
朝
物
語
』

な
る
書
物
が
姿
を
現
わ
し
、『
三
国
物
語
』
の
改
編
事
情
に
新
た
な

一
石
を
投
ず
る
こ
と
に
な
っ
た
か
ら
で
あ
る
。

『
我
朝
物
語
』
の
登
場
は
、
こ
れ
も
古
書
目
録
で
あ
っ
た
。『
思
文

閣
古
書

資
料
目
録
』
二
四
五
号 （
平
二
七
・
一
二
）
に
、

103
我
朝
物
語　

全
一
冊　

絵
入　
『
三
国
物
語
』
の
異
本　

和

大　

帙
入　

一
部
破
損
・
筆
彩
色
あ
り

と
し
て
載
り
、『
大
唐
物
語
』
の
場
合
と
同
じ
く
挿
絵
と
本
文
と
か

ら
な
る
見
開
き
一
図
の
写
真
が
添
え
ら
れ
る
。

こ
こ
に
、
古
典
会
出
品
本
『
大
唐
物
語
』
に
準
じ
て
本
文
を
翻
刻

し
て
み
よ
う
。

第①
　

三　

我わ
か

朝て
う

に
て
あ
る
人
老ろ
う
し
ん人
に
天
地
わ
か
れ
さ
る
い
せ

ん
を
問と

ふ

事　
付
神か
み

代よ

の
事

む
か
し
、
我わ

か

朝て
う

に
て
あ
る
人
老
人
に
と
ふ
て
い
は
く
、
そ
れ
上
し
や
う

古こ

天
地
い
ま
た
わ
か
れ
さ
る
以い

前せ
ん

と
は
、
い
か
や
う
な
る
事②
　
　を

申
候
や
。老
人
こ
た
へ
て
い
は
く
、易え

き

道た
う

は
心
得
候
は
ね
共
ほ
ゞ

御
物
語
申
へ
し
。
ま
つ
天
地
い
ま
た
わ
か
れ
さ
る
い
せ
ん
は
、

か
た
ち
も
な
く
名
も
な
く
、
は
し
め
も
な
く
を
は
り
も
な
く
、

空く
う

く々
寂し
や
く

く々
と
し
て
法ほ
つ

性し
や
う

常ち
や
う

住ち
う

也
。
是
を
無む

極き
よ
くと

申
也
。
さ

れ
は
釣き

ん

命め
い

訣け
つ

に
い
は
く
、
太た
い

易え
き

、
太
初し
よ

、
太
始し

、
太
素そ

、
太

極き
よ
く、
是
を
五
運う
ん

と
い
ふ
。
太
易え
き

は
天
地
い
ま
た
わ
か
れ
さ
る
所

也
。
太
初し

よ

は
元け
ん

気き

は
し
め
て
き
さ
し
、陰い
ん

陽や
う

い
ま
た
わ
か
れ
す
、

ま
ろ

く
と
し
て
く
ゝ
も
れ
る
所
也
。
太
始し

は
か
た
ち
な
く
し

て
す
か
た
あ
る
を
い
へ
り
。
是
陰い

ん

陽や
う

は
し
め
て
き
さ
す
所
也
。

太
素そ

は
か
た
ち
へ
ん
し
て
す
か
た
有
を
い
へ
り
。
是
陰
陽
わ
か

れ
て
万は

ん

物も
つ

の
生し
や
うす

る
は
し
め
也
。
太
極き
よ
くは

か
た
ち
す
か
た
を
の

れ
に
そ
な
は
る
を
い
へ
り
。是
万
物
の
お
こ
り
な
り
と
申
せ
は
、

【
校
異
】　

①
第
一　
　

②
義き

を
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五
巻
本
『
三
国
物
語
』
巻
一
１
と
の
異
同
を
【
校
異
】
と
し
て
記
し

た
。
右
の
引
用
に
は
、【
校
異
】
に
も
記
し
た
よ
う
に
、
本
来
な
ら

ば
「
第
一
」
と
あ
る
べ
き
通
番
号
を
「
第
三
」
と
し
て
、
改
編
本
で

あ
っ
た
こ
と
を
問
わ
ず
語
り
す
る
。

こ
の
翻
刻
は
先
に
掲
出
し
た
『
大
唐
物
語
』
の
翻
刻
と
比
べ
る
と

き
、文
面
か
ら
受
け
る
印
象
を
著
し
く
違
え
る
こ
と
に
驚
か
さ
れ
る
。

た
と
え
ば
掲
出
の
半
丁
を
サ
ン
プ
ル
に
文
字
の
総
数
を
数
え
て
み
る

と
三
三
八
字
で
あ
る
が
、
対
す
る
『
大
唐
物
語
』
は
四
一
〇
字
と
二

割
が
た
多
い
。
ま
た
『
我
朝
物
語
』
に
振
り
が
な
の
使
用
が
多
い
と

い
う
印
象
を
持
つ
が
、
こ
れ
は
漢
字
表
記
の
多
少
に
基
づ
く
も
の
で

あ
ろ
う
。『
大
唐
物
語
』
の
振
り
が
な
は
「
百
姓
」
と
「
常
州
」
の

二
例
の
み
で
あ
っ
た
。
そ
し
て『
三
国
物
語
』本
文
と
の
相
違
は『
大

唐
物
語
』
の
八
箇
所
に
対
し
、
わ
ず
か
二
箇
所
に
止
ま
る
。
思
文
閣

の
売
立
目
録
に
「
三
国
物
語
の
異
本
」
と
銘
打
つ
が
、『
大
唐
物
語
』

と
の
比
較
の
結
果
を
参
照
す
る
と
き
、
ま
さ
に
当
を
得
た
評
言
と
の

感
を
強
く
す
る
。

思
文
閣
の
『
我
朝
物
語
』
と
古
典
会
出
品
の
『
大
唐
物
語
』
と
の

隔
絶
は
挿
絵
に
あ
っ
て
も
著
し
い
。
そ
れ
ぞ
れ
の
目
録
に
半
丁
分
の

挿
絵
の
載
る
こ
と
は
先
に
も
述
べ
た
が
、
ま
ず
『
我
朝
物
語
』
の
図

柄
を
説
明
す
れ
ば
、
次
の
よ
う
に
な
る
。

公
卿
殿
上
人
の
列
座
す
る
御
殿
の
白
洲
に
対
峙
す
る
烏
帽
子
狩

衣
姿
の
男
と
惣
髪
道
服
の
男
、二
人
の
間
に
は
長
櫃
が
置
か
れ
、

周
辺
を
ネ
ズ
ミ
が
走
り
回
る
。

こ
れ
は
言
う
ま
で
も
な
く
、
安
倍
晴
明
と
芦
屋
道
満
と
の
陰
陽
頭
の

地
位
を
賭
け
た
争
い
、
い
わ
ゆ
る
智
恵
論
の
状
景
で
あ
り
、
そ
の
ク

イ
ラ
イ
マ
ッ
ク
ス
で
あ
る
。
内
裏
の
南
殿
に
帝
の
出
御
を
仰
い
で
催

さ
れ
た
対
決
の
場
で
、
晴
明
は
長
櫃
に
封
入
さ
れ
た
大
柑
子
十
五
個

を
ネ
ズ
ミ
に
祈
り
変
え
て
道
満
に
勝
っ
た
（『
安
倍
清
明
物
語
』

二
６
「
道
満
が
事
」）。
五
巻
本
『
三
国
物
語
』
は
巻
三
の
第
一
話
を

「
我
朝
の
清
明
と
道
満
智
恵
あ
ら
そ
ひ
の
事
」
と
題
し
て
こ
の
一
話

を
載
せ
挿
絵
を
添
え
る
が
、『
我
朝
物
語
』
の
こ
の
挿
絵
は
、
部
分

的
に
は
相
違
は
あ
る
も
の
の
、『
三
国
物
語
』
巻
三
１
の
挿
絵
か
ら

構
図
を
引
き
継
ぐ
。
お
そ
ら
く
『
我
朝
物
語
』
の
こ
こ
に
掲
出
し
た

第
三
話
の
一
つ
手
前
、
つ
ま
り
第
二
話
が
晴
明
・
道
満
智
恵
比
べ
の

一
話
だ
っ
た
の
で
あ
ろ
う
。

い
っ
ぽ
う
、『
大
唐
物
語
』
の
挿
絵
は
、
次
の
ご
と
く
で
あ
る
。

縁
先
に
ひ
ざ
ま
ず
き
、
天
を
仰
ぐ
小
袖
姿
の
女
性
、
す
で
に
首

か
ら
上
は
犬
に
変
貌
し
て
い
る
。
頭
上
に
は
雷
神
が
、
背
負
っ

た
太
鼓
を
乱
打
し
て
、
怒
り
を
露
わ
に
す
る
。
座
敷
に
茫
然
と

佇
む
横
縞
の
羽
織
を
羽
織
っ
た
男
は
狗
頭
の
女
の
夫
か
。

こ
れ
は
『
三
国
物
語
』
巻
一
29
「
唐
の
あ
る
者
妻
姑
に
ふ
か
う

く

の
事
」
の
、

　

…
…
に
わ
か
に
雷
な
り
、
す
さ
ま
じ
く
、
い
な
び
か
り
、
は

な
は
だ
し
か
り
け
る
が
、
そ
の
、
い
な
ひ
か
り
の
中
よ
り
、
人
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き
た
り
て
、
娵
の
く
び
切
、
と
見
へ
し
が
、
肩
よ
り
下
は
、
も

と
の
よ
め
に
て
、
か
し
ら
は
、
犬
に
そ
な
り
に
け
る
。

と
い
う
場
面
を
絵
画
化
し
た
つ
も
り
で
あ
ろ
う
。
し
か
し
、
座
敷
の

男
は
師
宣
好
み
の
町
人
風
俗
、
虚
空
の
雷
は
牛
の
角
に
虎
皮
の
褌
、

三
巴
紋
を
描
い
た
連
鼓
を
背
負
う
と
い
う
純
和
風
、〈
大
唐
〉
滑
州

酸
棗
県
の
住
人
や
雷
神
が
こ
ん
な
出
立
ち
で
登
場
す
る
、
何
と
も
鷹

揚
な
図
柄
な
の
で
あ
る
。
因
み
に
『
三
国
物
語
』
の
巻
一
29
話
は
挿

絵
を
欠
く
。

思
文
閣
の
『
我
朝
物
語
』
と
古
典
会
の
『
大
唐
物
語
』
と
を
比
べ

て
感
じ
る
の
は
、『
三
国
物
語
』
を
忠
実
に
再
現
し
よ
う
と
す
る
熱

意
の
差
で
あ
り
、
本
文
、
挿
絵
の
そ
れ
ぞ
れ
に
露
呈
し
て
い
る
。
そ

の
差
は
大
き
く
、『
大
唐
物
語
』
を
も
っ
て
『
我
朝
物
語
』
の
ツ
レ

と
認
め
る
こ
と
を
許
さ
な
い
。
そ
し
て
両
者
が
本
来
他
人
と
他
人
の

間
柄
で
あ
っ
た
こ
と
を
立
証
す
る
決
め
手
が
あ
る
。
そ
れ
は
半
丁
の

行
数
、『
大
唐
物
語
』
は
各
半
丁
16
行
、『
我
朝
物
語
』
は
各
半
丁
14

行
な
の
で
あ
る
。
先
に
両
者
の
半
丁
分
の
総
字
数
に
大
幅
な
違
い
の

あ
る
こ
と
を
指
摘
し
た
が
、そ
の
差
は
半
丁
を
16
字
に
仕
立
て
る『
大

唐
物
語
』
の
詰
め
込
み
主
義
に
原
因
が
あ
っ
た
よ
う
だ
。

思
文
閣
の
『
我
朝
物
語
』
は
『
三
国
物
語
』
の
改
編
本
で
あ
る
が
、

広
島
大
蔵
本
と
は
別
板
で
あ
り
、『
三
国
物
語
』
に
は
改
編
本
が
二

種
存
在
し
た
ら
し
い
。
古
典
会
『
大
唐
物
語
』
系
統
の
江
戸
板
と
思

文
閣
『
我
朝
物
語
』
系
統
の
上
方
板
と
で
あ
る
。
そ
し
て
こ
れ
は
上

方
板
『
我
朝
物
語
』
の
ツ
レ
二
冊
が
い
ま
だ
姿
を
隠
し
た
ま
ま
、
ど

こ
か
で
惰
眠
を
貪
っ
て
い
る
こ
と
を
も
意
味
す
る
。

古
典
会
に
お
け
る
『
大
唐
物
語
』
出
現
に
よ
り
、
改
編
本
『
三
国

物
語
』の
秘
め
て
い
た
多
彩
な
展
開
に
展
望
が
開
け
た
。
五
巻
本『
三

国
物
語
』
を
含
め
、
そ
の
書
誌
学
的
考
究
は
解
明
の
斧
の
加
わ
る
余

地
を
残
す
よ
う
で
あ
る
。

三
　
牛
込
区
に
あ
っ
た
堀
兼
の
井

浅
井
了
意
作
『
江
戸
名
所
記
』
巻
六
に
小
見
出
し
を
「
堀
兼
井
」

と
す
る
一
段
が
あ
る
。
武
蔵
国
の
歌
枕
堀
兼
の
井
は
諸
説
が
あ
っ
て

場
所
を
特
定
し
な
い
ら
し
い
が
、『
江
戸
名
所
記
』
は
そ
れ
を
江
戸

市
中
に
定
め
る
。
比
較
的
短
い
段
な
の
で
、
全
文
を
引
い
て
み
る
。

五　

堀
兼
井

牛
込
村
の
ほ
り
か
ね
の
井
は
こ
れ
武
蔵
の
名
所
な
り
。
俊
成
卿

の
歌
に
、

む
さ
し
に
は
ほ
り
か
ね
の
井
も
あ
る
も
の
を
う
れ
し
く
水

に
ち
か
づ
き
に
け
り

と
よ
め
り
。
む
か
し
、
継
母
の
讒
に
よ
り
て
、
そ
の
父
わ
が
子

に
井
を
ほ
ら
せ
け
る
が
、
い
と
け
な
か
り
け
れ
ば
、
え
ほ
ら
で

死
け
る
。
ゆ
え
に
堀
か
ね
の
井
と
名
つ
け
て
今
こ
れ
あ
り
。

ほ
り
か
ね
の
井
に
は
つ
る
べ
の
な
か
り
け
り
又
の
み
か
ね
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の
水
と
い
ふ
べ
く

「
牛
込
村
」
な
ど
と
呼
ん
で
僻
陬
の
地
を
装
う
が
、
巻
六
の
第
四
話

が
北
新
宿
円
照
寺
の
右
衛
門
桜
、
第
六
話
が
早
稲
田
の
穴
八
幡
を
採

り
あ
げ
る
と
こ
ろ
か
ら
も
、
牛
込
は
御
府
内
の
牛
込
、
す
な
わ
ち
現

在
の
新
宿
区
内
の
地
と
し
て
誤
ら
な
い
で
あ
ろ
う
。

た
だ
し
牛
込
の
ど
こ
な
の
か
は
明
ら
か
で
な
い
ら
し
い
。
い
ま
、

朝
倉
治
彦
氏
『
江
戸
名
所
記
』（
昭
五
一　

名
著
出
版
）
の
注
を
引

用
し
て
み
る
。

堀
兼
井　

武
蔵
国
の
名
所
と
さ
れ
た
が
、
具
体
的
に
ど
こ
の
井

で
あ
る
か
は
明
か
で
な
い
。
道
興
准
后
の『
回
国
雑
記
』に「
堀

兼
の
井
見
に
ま
か
り
て
詠
め
る
、
今
は
高
井
戸
と
い
ふ
と
あ
り

て
、
和
歌
あ
れ
ど
も
、
堀
兼
井
こ
の
地
に
あ
り
や
、
今
し
る
べ

か
ら
ず
」
と
あ
る
。
こ
の
牛
込
の　

（

はマ
マ

、）　い
ず
こ
を
指
す
か
不
明
。

『
江
戸
名
所
記
』
の
牛
込
村
堀
兼
の
井
と
継
子
の
哀
話
は
『
古
郷
帰

江
戸
咄
』（
貞
享
四
板
）
や
『
増
補
江
戸
咄
』（
元
禄
七
板
）
等
の
追

従
作
に
転
載
さ
れ
る
が
、所
在
に
つ
い
て
格
別
の
追
加
情
報
は
な
い
。

牛
込
の
堀
兼
の
井
に
関
す
る
地
理
情
報
は
戸
田
茂
睡
の
『
紫
の
一

本
』（
天
和
三
成
）
巻
三
に
至
っ
て
明
ら
か
に
な
る
。
す
な
わ
ち
、

堀
兼
の
井　

牛
込
逢
坂
の
下
の
井
を
云
ふ
と
い
へ
り
。
こ
の
水

は
山
よ
り
出
づ
る
清
水
を
う
け
て
井
と
な
す
。
よ
き
水
な
る
故

に
、遠
き
方
か
ら
も
茶
の
水
に
汲
む
。
汚
れ
た
る
衣
を
洗
ふ
に
、

垢
よ
く
落
ち
て
白
く
な
る
と
云
ふ
。

と
あ
り
、
さ
ら
に
同
書
巻
一
に
は
「
逢
坂
」
を
、

牛
込
よ
り
外
頬
の
御
門
御
門
へ
通
り
た
る
御
堀
に
沿
ひ
て
片
町

あ
り
。
船
河
原
と
云
ふ
町
よ
り
御
歩
行
町
へ
上
る
坂
を
云
ふ
。

と
し
、
続
け
て
奈
良
の
帝
の
代
に
あ
っ
た
と
い
う
武
蔵
守
小
野
美
佐

吾
と
美
女
さ
ね
か
づ
ら
と
の
悲
恋
を
語
っ
て
、
二
人
が
再
会
を
果
し

た
地
ゆ
え
逢
坂
の
名
が
つ
い
た
と
い
う
。

『
紫
の
一
本
』に
よ
っ
て
牛
込
堀
兼
の
井
は
所
在
が
具
体
的
に
な
っ

た
。「
牛
込
よ
り
外
頬
の
御
門
御
門
へ
通
り
た
る
御
堀
に
沿
」
っ
た

道
と
は
、
牛
込
見
付
か
ら
市
谷
見
付
・
四
谷
見
付
・
食
違
見
付
と
見

付
か
ら
見
付
へ
と
続
く
外
堀
通
り
の
こ
と
、
そ
し
て
外
堀
通
り
に
面

し
た
「
船
河
原
と
云
ふ
」
片
側
町
と
は
、
現
在
の
新
宿
区
市
谷
船
河

原
町
の
こ
と
で
あ
ろ
う
。
こ
の
町
か
ら
牛
込
の
高
台
へ
と
向
か
う
坂

も
健
在
で
、『
紫
の
一
本
』
の
昔
に
変
ら
ず
逢
坂
と
呼
ば
れ
、
坂
下

に
は
井
戸
も
現
存
す
る
。
こ
れ
に
て
一
件
落
着
な
の
で
あ
る
が
、
東

京
の
ど
真
ん
中
に
、
天
和
三
年
の
街
区
が
タ
イ
ム
・
カ
プ
セ
ル
よ
ろ

し
く
、
そ
っ
く
り
そ
の
ま
ま
残
っ
て
い
た
偶
然
は
、
に
わ
か
に
信
じ

が
た
い
。
そ
の
間
の
経
過
を
、
ゆ
る
ゆ
る
た
ど
っ
て
み
る
こ
と
に
し

よ
う
。

ま
ず
採
り
あ
げ
た
い
の
は
、近
藤
清
春
の
『
江
戸
名
所
百
人
一
首
』

で
あ
る
。
江
戸
市
中
の
各
地
を
百
人
一
首
も
ど
き
の
狂
歌
を
添
え
て

描
い
た
絵
本
で
あ
る
。
古
典
籍
総
合
目
録
デ
ー
タ
ベ
ー
ス
に
寛
文
三

年
の
刊
行
と
す
る
が
疑
わ
し
く
、
石
塚
豊
芥
子
は
半
丁
に
名
所
三
図
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を
配
す
る
板
を
紹
介
し
て
宝
永
二
酉
年
印
本
と
す
る
（『
豊
芥
子
日

記
』
中
「
第
十
三　

衛
門
桜
来
歴
」）。
し
か
し
残
念
な
が
ら
こ
の
宝

永
板
の
所
在
は
不
明
、
別
に
半
丁
各
二
図
に
改
め
た
板
が
あ
っ
て
、

こ
の
方
が
広
く
知
ら
れ
て
い
る
。
こ
の
別
板
に
つ
い
て
浅
野
秀
剛
氏

は
『
ど
う
け
百
人
一
首
三
部
作
』（
昭
六
〇　

太
平
書
屋
）
に
、
享

保
一
六
年
ご
ろ
の
板
か
と
さ
れ
る
。
後
者
つ
ま
り
半
丁
二
図
の
板
に

よ
っ
て
堀
兼
の
井
の
段
を
掲
出
し
て
み
た
（〔
図
版
１
〕）。

ま
ず
百
人
一
首
の
三
条
右
大
臣
の
歌
を
捩
っ
た
、

な
に
と
お
ば
ゞ
あ
ふ
さ
か
し
た
の
ほ
り
か
ね
井
人
に
し
ら
れ
て

み
る
よ
し
も
が
な

の
戯
れ
歌
を
掲
げ
、「
牛
込
あ
ふ
坂
ほ
り
か
ね
の
井
」
と
キ
ャ
プ
シ

ヨ
ン
を
冠
す
る
。
挿
絵
に
は
、
中
腰
で
洗
濯
に
熱
中
す
る
老
女
に
歌

を
歌
い
か
け
る
武
士
が
い
る
。
三
条
右
大
臣
藤
原
実
方
の
思
い
入
れ

か
。「
此
井
戸
が
そ
で
ご
ざ
り
ま
す
」と
い
う
画
中
詞
は
老
女
の
返
事
、

盥
に
並
ん
で
二
本
の
タ
ガ
で
締
め
付
け
た
井
筒
が
描
か
れ
、
短
い
釣

瓶
竿
が
添
え
ら
れ
る
。
井
戸
は
崖
下
に
あ
り
、
崖
に
沿
っ
た
坂
道
を

町
駕
籠
が
息
杖
を
振
り
な
が
ら
駆
け
上
が
る
、『
紫
の
一
本
』
の
説

明
を
そ
の
ま
ま
可
視
化
し
た
か
の
ご
と
き
風
景
で
あ
る
。

そ
し
て
〔
図
版
２
〕
は
、
雑
誌
「
風
俗
画
報
」
臨
時
増
刊
「
新
撰

東
京
名
所
図
会
」
牛
込
区
巻
之
三
（
明
治
三
九
）
に
載
っ
た
写
真
で
、

キ
ャ
プ
シ
ョ
ン
を
「
逢
坂
堀
兼
の
井
」
と
す
る
。
坂
を
下
っ
て
き
た

男
に
話
し
か
け
る
女
性
は
襷
が
け
で
洗
濯
の
途
中
ら
し
い
。
そ
の
脇

〔図版１〕�『江戸名所百人一首』（『どうけ百人一首三部作』昭和六〇　太平書屋）。
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に
は
近
藤
清
春
が
『
江
戸
名
所
百
人
一
首
』
に
描
い
た
筒
井
筒
が
、

ほ
ぼ
そ
の
ま
ま
の
姿
で
写
っ
て
い
る
で
は
な
い
か
。
た
だ
、
背
景
の

煉
瓦
塀
が
時
代
の
変
遷
を
物
語
る
。
余
談
な
が
ら
こ
の
井
戸
だ
け
を

ア
ッ
プ
で
撮
影
し
た
写
真
が
『
牛
込
区
史
』（
昭
五　

東
京
市
牛
込

区
役
所
蔵
版
）に
載
る
。
二
本
の
タ
ガ
で
締
め
付
け
た
丸
い
井
筒
で
、

『
江
戸
名
所
百
人
一
首
』
と
同
じ
釣
瓶
竿
が
添
え
ら
れ
て
い
る
が
、

写
真
で
見
る
限
り
で
は
柄
が
細
く
、
そ
れ
ほ
ど
長
く
な
か
っ
た
も
の

の
よ
う
で
あ
る
。
浅
井
戸
だ
っ
た
も
の
か
。

そ
し
て
〔
図
版
３
〕
が
新
宿
区
市
谷
船
河
原
町
九
番
地
先
の
現
況

で
あ
る
。〔
図
版
２
〕
に
ア
ン
グ
ル
を
合
わ
せ
て
み
た
。〔
図
版
２
〕

の
煉
瓦
塀
が
神
社
の
小
祠
に
変
っ
て
い
る
。
こ
れ
は
新
宿
区
築
土
八

幡
町
に
あ
っ
た
築
土
神
社
が
戦
災
で
焼
失
し
、
千
代
田
区
九
段
中
坂

に
社
地
を
求
め
て
遷
座
し
た
の
ち
、
氏
子
町
の
最
南
端
に
取
り
残
さ

れ
た
船
河
原
町
の
建
立
し
た
飛
地
社
で
、
正
式
に
は
船
河
原
町
築
土

神
社
と
称
す
る
。
境
内
の
向
か
っ
て
左
隅
に
新
宿
区
教
育
委
員
会
の

次
の
よ
う
な
案
内
板
が
立
つ
。

史
跡　

掘ほ
り

兼か
ね

の
井　
　
　

所
在
地　

新
宿
区
市
谷
船
河 

 

原
町
九
番
地

　

掘
兼
の
井
と
は
、「
掘
り
か
ね
る
」
の
意
味
か
ら
き
て
お
り
、

掘
っ
て
も
掘
っ
て
も
な
か
な
か
水
が
出
な
い
た
め
、
皆
が
苦
労

し
て
や
っ
と
堀
っ
た
井
戸
と
い
う
意
味
で
あ
る
。
掘
兼
の
井
戸

の
名
は
、
ほ
か
の
土
地
に
も
あ
る
が
、
市
谷
船
河
原
町
の
掘
兼

〔図版２〕�「新撰東京名所図会」牛込区・三（「臨時増刊風俗画報」明治三九　東陽堂）。
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の
井
に
は
次
の
よ
う
な
伝
説
が
あ
る
。

　

昔
、妻
に
先
立
た
れ
た
男
が
息
子
と
二
人
で
暮
ら
し
て
い
た
。

男
が
後
妻
を
迎
え
る
と
、
後
妻
は
息
子
を
ひ
ど
く
い
じ
め
た
。

と
こ
ろ
が
こ
の
男
も
後
妻
と
一
緒
に
息
子
を
い
じ
め
る
よ
う
に

な
り
、
い
た
ず
ら
を
し
な
い
よ
う
に
と
言
っ
て
庭
先
に
井
戸
を

掘
ら
せ
た
。
息
子
は
朝
か
ら
晩
ま
で
素
手
で
井
戸
を
掘
っ
た
が

水
は
出
ず
、と
う
と
う
精
根
つ
き
て
死
ん
で
し
ま
っ
た
と
い
う
。

平
成
三
年
十
一
月　
　
　
　

東
京
都
新
宿
区
教
育
委
員
会

案
内
板
に
い
う
継
子
の
井
戸
掘
り
譚
は
『
江
戸
名
所
記
』
に
酷
似
し

て
い
る
。
そ
し
て
写
真
右
手
前
が
現
在
の
堀
兼
の
井
、
安
全
対
策
カ

バ
ー
と
や
ら
で
覆
わ
れ
た
、
将
棋
の
コ
マ
を
立
て
た
よ
う
な
防
災
井

戸
で
あ
る
。

防
災
井
戸
に
身
を
や
つ
し
て
、
現
代
に
生
き
残
っ
た
堀
兼
の
井

―
、
話
が
い
さ
さ
か
ド
ラ
マ
チ
ッ
ク
に
す
ぎ
る
よ
う
な
の
で
、
時

計
の
針
を
少
し
戻
し
て
、
沿
革
を
じ
っ
く
り
と
た
ど
っ
て
み
る
と
し

よ
う
。『
新
宿
と
伝
説
』（
昭
四
四　

新
宿
区
教
育
委
員
会
）
に
、
幕

末
明
治
以
降
の
堀
兼
の
井
を
次
の
よ
う
に
報
じ
て
い
る
。

　
「
御
府
内
備
考
」
に
よ
る
と
船
河
原
町
に
は
“
そ
の
井
戸
は

な
い
”
と
書
い
て
あ
る
。
し
か
し
、
逢
坂
下
の
井
戸
は
そ
れ
だ

と
も
云
い
伝
え
ら
れ
、後
世
そ
こ
を
掘
り
下
げ
て
井
戸
に
し
た
。

そ
れ
は
昭
和
一
〇
年
こ
ろ
ま
で
は
写
真
の
と
お
り
で
あ
っ
た
。

戦
争
中
に
ポ
ン
プ
井
戸
に
な
り
、
昭
和
二
〇
年
五
月
二
四
日
の

〔図版３〕新宿区市谷船河原町の現状
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空
襲
の
あ
と
、
使
用
し
な
く
な
っ
た
。
今
は
、
わ
ず
か
に
ポ
ン

プ
の
鉄
管
の
穴
が
ガ
ー
ド
レ
ー
ル
下
に
残
っ
て
い
る
。

「
昭
和
一
〇
年
こ
ろ
ま
で
は
写
真
の
と
お
り
で
あ
っ
た
」
の
写
真
と

は
明
治
三
九
年
発
行
の
「
風
俗
画
報
」
に
載
る
写
真
の
こ
と
ら
し
い
。

『
江
戸
名
所
百
人
一
首
』
に
描
か
れ
た
、
そ
し
て
『
牛
込
区
史
』
に

映
像
を
残
し
た
あ
の
筒
井
筒
が
昭
和
一
〇
年
代
ま
で
残
存
し
、
や
が

て
ポ
ン
プ
井
戸
に
改
修
さ
れ
、こ
の
地
に
名
残
り
を
留
め
た
と
い
う
。

こ
れ
が
昭
和
四
四
年
ま
で
の
歴
史
で
あ
る
。
そ
の
後
の
こ
と
を
築
土

神
社
の
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
に
よ
っ
て
補
え
ば
、
ポ
ン
プ
井
戸
は
昭
和

四
〇
年
代
に
地
下
鉄
工
事
に
よ
っ
て
枯
渇
し
た
が
、
平
成
二
一
年
に

ほ
ぼ
同
じ
位
置
に
再
整
備
さ
れ
た
と
の
こ
と
、
こ
れ
が
現
在
の
防
災

井
戸
な
の
で
あ
ろ
う
。

な
お
、『
新
宿
と
伝
説
』
に
い
う
、
堀
兼
の
井
は
船
河
原
町
に
非

ず
と
す
る
「
御
府
内
備
考
」
の
記
事
に
つ
い
て
補
え
ば
、
こ
れ
は
、

具
体
的
に
は
文
化
一
一
年
の
市
谷
船
河
原
町
書
上
の
次
の
一
節
を
問

題
に
し
た
も
の
の
よ
う
で
あ
る
。

一　

井
戸
之
義
、
町
内
北
之
方
塩
谷
大
四
郎
様
御
屋
敷
隣
ニ
往

古
よ
り
有
之
候
得
共
、
町
方
持
ニ
而
唱
無
之
、
他
所
ニ
而
者
掘

兼
之
井
戸
与
相
唱
候
者
も
有
之
由
ニ
候
得
共
、
右
掘
兼
与
相
唱

候
者
牛
込
富
士
見
馬
場
久
保
平
左
衛
門
様
御
屋
鋪
内
之
由
、
当

所
ニ
而
者
無
御
座
候
（
新
宿
近
世
文
書
研
究
会
『
町
方
書
上　

市
谷
町
方
書
上
』
平
一
三　

同
会
）。

こ
れ
を
敷
衍
す
る
と
、
旗
本
塩
谷
大
四
郎
家
の
屋
敷
外
に
古
い
井
戸

が
あ
り
、
町
方
の
管
理
下
に
あ
る
が
、
特
別
な
呼
び
名
は
な
い
。
世

の
中
に
は
こ
の
井
戸
を
「
掘
兼
之
井
戸
」
と
呼
ぶ
者
も
あ
る
ら
し
い

が
、
堀
兼
の
井
と
呼
ば
れ
る
井
戸
は
、
聞
く
と
こ
ろ
に
よ
れ
ば
牛
込

富
士
見
馬
場
の
久
保
平
左
衛
門
様
お
屋
敷
内
に
あ
る
と
の
こ
と
で
、

こ
の
町
内
で
は
な
い

―
と
い
う
こ
と
に
な
る
。『
新
宿
と
伝
説
』

は
「
御
府
内
備
考
に
よ
る
と
船
河
原
町
に
は
そ
の
井
戸
は
な
い
と
書

い
て
あ
る
」
と
す
る
が
、
こ
の
読
み
は
正
確
で
は
な
い
。「
右
掘
兼

与
相
唱
候
者
」
は
「
牛
込
富
士
見
馬
場
久
保
平
左
衛
門
様
御
屋
鋪
内
」

の
井
戸
が
そ
れ
で
あ
っ
て
「
当
所
ニ
而
者
無
御
座
候
」、
つ
ま
り
隣

町
で
あ
っ
て
当
町
内
の
管
轄
外
、
と
読
む
べ
き
で
あ
ろ
う
。
ま
た
、

塩
谷
大
四
郎
屋
敷
脇
の
古
井
戸
に
つ
い
て
は
、
船
河
原
町
内
で
は
誰

も
堀
兼
の
井
と
呼
ば
な
い
が
、
余
所
で
は
そ
う
呼
ぶ
者
も
い
る
ら
し

い
と
堀
兼
の
井
説
を
半
ば
肯
定
し
て
い
る
。
な
お
、
船
河
原
町
の
名

主
が
堀
兼
の
井
候
補
地
と
し
て
お
名
指
し
の
富
士
見
馬
場
と
は
、
逢

坂
を
上
り
き
っ
て
左
折
し
た
一
帯
の
俗
称
で
払
方
町
に
属
し
、
曲
が

り
角
に
旗
本
久
保
家
の
屋
敷
が
あ
る
。

因
み
に
当
時
の
切
絵
図
を
繙
い
て
み
れ
ば
、
船
河
原
町
の
塩
谷
大

四
郎
家
は
、
牛
込
見
付
か
ら
市
谷
見
付
方
向
に
外
堀
沿
い
を
歩
き
、

逢
坂
方
面
に
右
折
す
る
丁
字
路
の
角
屋
敷
で
あ
る
。
塩
谷
屋
敷
の
角

を
曲
が
り
逢
坂
に
向
か
っ
た
隣
屋
敷
が
旗
本
倉
橋
武
右
衛
門
家
で
、

両
家
の
間
を
横
道
が
隔
て
る
。
こ
の
辺
は
お
屋
敷
町
で
あ
っ
た
と
こ
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ろ
か
ら
か
、
切
絵
図
の
町
並
み
が
残
存
し
、
現
在
、
倉
橋
屋
敷
は
ほ

ぼ
そ
の
ま
ま
日
仏
学
院
の
敷
地
と
な
り
、
敷
地
の
隅
を
削
り
取
っ
て

築
土
神
社
の
小
祠
が
鎮
座
し
、
塩
谷
・
倉
橋
家
を
区
切
る
細
道
は
崖

上
の
学
院
に
通
じ
る
専
用
自
動
車
道
と
し
て
残
る
。
そ
し
て
例
の
防

災
井
戸
は
こ
の
道
が
逢
坂
に
行
き
あ
う
窪
地
に
位
置
す
る
。

こ
こ
に
『
紫
の
一
本
』
に
い
う
牛
込
逢
坂
下
の
井
戸
と
新
宿
区
市

谷
船
河
原
町
の
防
災
井
戸
と
が
一
本
の
線
で
繋
が
っ
た
。
し
か
し
こ

の
線
を
さ
ら
に
『
江
戸
名
所
記
』
ま
で
溯
ら
せ
る
の
は
容
易
で
な
い
。

冒
頭
に
見
た
ご
と
く
、『
江
戸
名
所
記
』
が
所
在
に
関
し
て
は
、
ほ

と
ん
ど
何
も
伝
え
な
い
と
こ
ろ
か
ら
で
あ
る
。
幸
い『
江
戸
名
所
記
』

に
挿
絵
が
あ
り
、「
牛
込
村
の
ほ
り
か
ね
の
井
」に
、う
だ
つ
の
上
が
っ

た
町
屋
を
描
き
添
え
る
と
こ
ろ
か
ら
、
市
中
繁
華
の
地
を
想
定
で
き

る
も
の
の
よ
う
で
あ
る
。

余
談
な
が
ら
、
市
谷
船
河
原
町
書
上
と
新
宿
区
教
育
委
員
会
の
案

内
板
と
に
「
掘
兼
の
井
」
と
す
る
が
、
こ
れ
は
〈
掘
〉
と
〈
堀
〉
と

は
別
字
と
し
て
使
い
分
け
よ
う
と
す
る
も
の
で
あ
ろ
う
。
し
か
し
、

古
い
漢
字
辞
典
に
、

堀ク
ツ　

求
物
切　

突ツ
ク

也
。
ホ
ル
。
ア
ハ
ク
（
大
広
益
会
玉
篇
・
九

「
土
」・
巻
二
１
ウ
）。

と
あ
っ
て
、「
堀
兼
の
井
」
と
い
う
表
記
も
あ
な
が
ち
誤
り
と
す
る

こ
と
は
で
き
な
い
。
な
お
こ
こ
に
引
用
し
た
『
大
広
益
会
玉
篇
』
は

寛
永
一
八
年
林
甚
右
衛
門
板
で
、「
堀
」
は
「
土
」
部
（
部
首
番
号
九
）、

巻
二
の
第
一
丁
ウ
ラ
面
に
あ
る
。

（
わ
た
な
べ　

も
り
く
に
・
実
践
女
子
大
学
名
誉
教
授
）


